
和歌山大学紀州経済史文化史研究所 

 

2023 年 10 月 15 日（日）13：00～17：00（12：30 開場） 

和歌山大学松下会館 セミナールーム 

（和歌山市西高松 1 丁目 7-20） 

主催：和歌山大学紀州経済史文化史研究所 

【お問い合わせ】 

総合司会：小関 彩子（和歌山大学紀州経済史文化史研究所・副所長） 

【第Ⅰ部】基調講演 

13：00～1４：０0 「「地域歴史遺産」普及の意義と兵庫県の事例」 

奥村 弘（神戸大学・理事／副学長、地域連携推進本部・本部長、人文学研究科・教授） 

 

14：00～14：10 休憩 

【第Ⅱ部】パネルディスカッション 

14：10～14：30 報告 1「「松根っ子」発見の経緯・歴史遺産保存の提言」 

                    藤本 清二郎（和歌山大学・名誉教授） 

14：30～14：50 報告 2「紀州東照宮と和歌浦街道」 

吉村 旭輝（和歌山大学紀州経済史文化史研究所・准教授） 

 14：50～15：10 報告 3「近世・近代の観光と写された松並木」 

佐藤 顕（和歌山市立博物館・学芸員） 

 15：10～15：30 報告 4「マツの形態、系統、進化、分類」  

髙須英樹（和歌山大学・名誉教授） 

 15：30～15：50 報告 5「戦争遺物としての「松根っ子」」  

大山僚介（和歌山市和歌山城整備企画課・学芸員） 

 15：50～16：10 休憩 

 

16：10～17：00 パネルディスカッション 

進行：長廣 利崇（和歌山大学紀州経済史文化史研究所・所長） 

【左】吉田初三郎『和歌浦名所』1925年 

【右】発見された「松根っ子」 

 

定員:40名  ※先着順です。定員に達し次第締め切ります。  

《申込》お名前・連絡先・参加人数を記載いただき、右記の 
メールアドレス宛にお送りください。お電話の場合も、 
同様にお知らせください。 

※何らかの支援または情報保障が必要な方は、事前にメールまたは電話にてご連絡ください。 

 

TEL：073-457-7891 / FAX：073-457-7890 

Mail：kishuken@ml.wakayama-u.ac.jp  

HP：https://wakayama-u.ac.jp/kihsyuken/ 


